
いしゃ(医者)　きょ しゅん（ホ・ジュン）

たんごをならう
“いしゃ(医者)　きょ しゅん（ホ・ジュン）”
のお話に出てきたないようをおもいだしながら、もんだいをといてみましょう。

なまえ :

せいかい：てんねんとう（天然痘）、とういほうかん（東医宝鑑）

[もんだい]

[もんだい]
このびょうきにかかるとひどくねつが出
て、からだじゅうにできものができます。
かさぶたがおのずからおちるまではひ
っかくときずができて、かんせん（感染）
することもあります。このびょうきのな
まえは？

この本はちょうせんじだいのいしゃ（医
者）、きょ しゅんが書いた、ひがしアジア
さいこうのとうよういがく（医学）の本で
す。この本のなまえは？
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お話の中ではつ音するのがむずかしいたんごをならって、
したがって書いてみましょう。

なまえ :

"ﾱ" (ミウム) のはつ音が母音にあうと "ﾱ" (ミウム)がうしろにつき、

"ﾸ" (ジウッ) のはつ音が母音とくっつくと、
"ﾸ" (ジウッ) がうしろについてはつ音がかわります

きほんのはつ音を書きながら、大きなこえでよんでみましょう！

きほんのはつ音を書いて、大きなこえでよんでみましょう！

“옛날 조선 시대 때, 아픈 이들을  진심으로  돌보고 병을 고쳐 준 의원 허준이 살았어요.”

“허준은 그날부터  밤낮으로  왕자 곁을 지키며 보살폈어요. ”
きょ しゅんはその日からひるもよるも（パムナズロ）王子のそばについて、めんどうをみました。

むかし、ちょうせん（チョソン）じだいに、いたい人ををまごころ（チンシムロ）めんどうをみて、びょうきをなおすいしゃ（医者）、きょ しゅんがすんでいました。

はつ音をならう
いしゃ(医者)　きょ しゅん（ホ・ジュン）


